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【開催日時】2021年12月16日（木）13：30～17：00（予定）
【講演会会場】神奈川県立近代美術館 葉山 神奈川県三浦郡葉山町一色2208-1 
【写真展会場】神奈川県立近代美術館 鎌倉別館 神奈川県鎌倉市雪ノ下2-8-1 
　　　　　　（講演会終了後に移動します）
【主　　催】一般社団法人日本写真学会「写真好き」のために定期講演会実行委員会
【形　　式】館長トークと展覧会見学（自由）
【定　　員】15名限定（事前申込制・先着）＊新型コロナウイルス感染防止のため人数制限
【参加資格】日本写真学会会員および学生
　　　　　　一般非会員の方は当日までに入会頂ければ参加可能です
【参  加  費】日本写真学会会員、学生……無料　 
【参加申込】開催日の前日までに日本写真学会 HP http://www.spij.jp/ の「定例講演会参加者募集」内の
　　　　　　Google Forms よりお申込みください 

【プログラム】（時間は講演・質疑および交通状況により前後します）
 　　13：20　集合　神奈川県立近代美術館 葉山館講堂 写真学会受付
 　　13：30　講演会開始　…………………………………　館長　水沢　勉、担当学芸員　朝木　由香
  　　・ 神奈川県立近代美術館についての紹介
  　　・ これまで当館で開催された重要な写真展のご紹介
  　　・ 今道子展　作品解説と質疑応答
 　　14：50　講演会終了（以下は希望の方のみ）
 　　15：01　葉山館出発 →（バス20分）→ JR逗子駅 → JR鎌倉駅到着 →（徒歩15分）→ 鎌倉別館着
 　　17：00　別館自由見学・終了（最終入館16：30）

講演会の詳細、入会申し込みは日本写真学会 HP https://www.spij.jp/ をご覧ください。

日本写真学会
第42回「写真好き」のための 講演会

神奈川県立近代美術館 鎌倉別館
「フィリア ― 今 道子」写真展

定例講演会実行委員会 

実行委員長：小林裕幸（千葉大学名誉教授）
委　　　員：鈴木博文（ニコン），鈴木敬子（神奈川県立美術館）
　　　　　　西垣仁美（日本大学），松澤良紀（オリンパス）
　　　　　　山田勝実（東京工芸大学），大木博，森田晃
幹　　　事：桑山哲郎（千葉大学）
事　務　局：山岸治（日本写真学会）

写真家・今 道子（こん みちこ 1955－ ）は、創形美術学校で版画を学び、写真を用いたリトグ
ラフなどで非現実的なイメージを追求するなかで、1980年前後から本格的に写真の制作を始め
ました。市場に並ぶ魚や野菜などの食材や、靴や帽子といった日常的なモノを素材にそれらを組
み合わせたオブジェを創り、自然光で撮影して印画紙に焼き付ける独自の手法を用います。その
精緻な構成と詩的喚起力に富んだモノクロームの世界は、最初の写真集『EAT』（1987年）以
来一貫しており、第16回木村伊兵衛写真賞受賞（1991年）をはじめ、国内外で高い評価を得て
きました。

日本の美術館での初めての個展となる本展では、今道子の初期の代表作《蛸＋メロン》《キャベ
ツ氏》から近作の《繭少女》《シスターバンビ》まで、モノクロ70点余とカラー7点、ポラロイ
ド16点などから今道子の創作の軌跡をたどります。また、新作の《巫女》（2020年）を初公開
します。　　　　　　　　　　　　　　　　

神奈川県立近代美術館 「フィリア ― 今 道子」より
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